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こ
れ
か
ら
の
小
松
の
里
山
地
域
の
活
性
化
を
担
う
人

材
の
発
掘
、
育
成
を
目
的
と
し
た
「
こ
ま
つ
里
山
未
来

塾
」
が
今
年
十
一
月
に
開
講
し
た
。
地
域
づ
く
り
の
先

駆
者
、
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
専
門
知
識
を
持
つ
大
学

教
授
や
、
市
内
で
活
動
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
講
師
に
迎
え
、

地
域
活
性
化
の
手
法
、
雇
用
が
生
ま
れ
る
里
山
づ
く
り
、

里
山
ビ
ジ
ネ
ス
、
里
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
六
次
産
業
化
の

活
用
な
ど
を
学
ぶ
予
定
で
、
参
加
者
を
随
時
募
集
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
開
講
に
あ
わ
せ
て
、
耕
作
放
棄
地
や
未
活
用

の
間
伐
材
な
ど
を
活
用
し
た
事
業
を
全
国
で
展
開
す
る

「
N
P
O
法
人 

え
が
お
つ
な
げ
て
」
の
曽
根
原
久
司
代

表
理
事
を
講
師
に
迎
え
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。
地
域
の
資
源
と

人
材
を
活
か
す
コ
ツ
や
、

都
市
と
農
村
を
繋
ぐ
手

法
に
つ
い
て
の
講
演
に

約
八
十
名
の
参
加
者
が

熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。
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沢た
く
あ
ん庵

の
贅
沢
煮

「
ト
マ
ト
の
ま
ち
小
松
」
を
つ
く
る

小
松
と
ま
と
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
が
発
足

　

前
の
年
に
作

り
過
ぎ
て
味
が

落
ち
て
き
た
古
い

沢
庵
を
捨
て
ず
に

美
味
し
く
食
べ
る

た
め
の
知
恵
か
ら

生
ま
れ
た
郷
土
料

理
が
沢
庵
の
贅
沢

煮
。
古
い
沢
庵
の

塩
分
を
よ
く
抜

き
、
出
汁
や
し
ょ

う
ゆ
、
鷹
の
爪
な

ど
で
煮
た
も
の
で
、
家
庭
に
よ
っ
て
味
付
け
が
異

な
る
。
温
め
て
も
冷
ま
し
て
も
美
味
し
く
、
そ
の

素
朴
な
味
わ
い
は
、
酒
に
も
ご
飯
に
も
よ
く
合
う
。

名
前
の
由
来
は
、
そ
の
ま
ま
で
も
食
べ
ら
れ
る
沢

庵
を
、
わ
ざ
わ
ざ
ひ
と
手
間
か
け
て
煮
る
点
が
「
ぜ

い
た
く
」
な
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。
地

域
に
よ
っ
て
は
「
お
く
も
じ
」、「
ふ
る
さ
と
煮
」、「
大

名
煮
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
。
今
で
は
沢
庵
を
漬

け
る
家
も
減
っ
て
き
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
の
食
文

化
を
伝
え
る
貴
重
な
料
理
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
古
漬
け
の
沢
庵
で
作
る
贅
沢
煮
を
食
べ
た
く

て
沢
庵
を
漬
け
る
人
も
い
る
そ
う
だ
。

豊
か
な
資
源
を
子
ど
も
た
ち
に

こ
ま
つ
里
山
未
来
塾
が
開
講

表紙撮影地 / 那谷寺参道　

こ
ま
つ
里
山
未
来
塾
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
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役
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北
陸
三
県
一

の
生
産
量
を
誇

る
「
小
松
と
ま

と
」
の
さ
ら
な

る
消
費
拡
大
と
、

地
域
活
性
化
の

材
料
と
し
て
活

用
し
て
い
く
た

め
、「
小
松
と

ま
と
コ
ミ
ッ

テ
ィ
ー
」
が
今

年
十
月
に
発

足
し
た
。
フ
ー
ド
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
里
井
真
由

美
さ
ん
を
委
員
長
に
、
市
内
の
飲
食
店
関
係
者
五

名
で
構
成
さ
れ
、
レ
シ
ピ
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
、

広
報
宣
伝
、
将
来
像
の
四
つ
の
観
点
を
中
心
に
検

討
し
、
ま
ず
は
市
内
で
の
需
要
拡
大
か
ら
、
将
来

的
に
は
全
国
発
信
を
め
ざ
す
。
六
月
に
最
盛
期
を

迎
え
る
「
小
松
と
ま
と
」
の
収
穫
期
に
あ
わ
せ
て
、

「
小
松
と
ま
と
ウ
イ
ー
ク
」
の
実
施
な
ど
を
予
定

し
て
お
り
、市
内
の
飲
食
店
で
は
「
小
松
と
ま
と
」

を
使
っ
た
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
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開
創
一
三
〇
〇
年
の

古
刹
、
那な

た

で

ら

谷
寺

舞台造りの本殿。岩窟内に建てられている
ため岩屋本殿と呼ばれている。本殿内部の
厨子の中に本尊である十一面千手観音菩薩
が祀られている。

那谷、滝ケ原、菩提で産出する緑の碧玉。

　

泰
澄
大
師
が
粟
津
温
泉
を
開

湯
す
る
一
年
前
、
養
老
元
年

（
七
一
七
年
）
に
、
泰
澄
大
師
に

よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
那
谷
寺
は
、

白
山
信
仰
の
寺
で
あ
り
、
平
成

二
十
九
年
に
開
創
千
三
百
年
を

迎
え
る
。

　

境
内
に
は
途
方
も
な
い
長

い
年
月
を
経
て
形
成
さ
れ
た

奇き
が
ん
ゆ
う
せ
ん
き
ょ
う

岩
遊
仙
境
な
ど
非
日
常
を
感

じ
さ
せ
る
美
し
い
景
色
が
広
が

る
。
ま
た
石
川
県
で
も
有
数
の

紅
葉
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
那
谷
寺
が
今
年

の
六
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
発
刊
さ

れ
た
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
ミ

シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・

ジ
ャ
ポ
ン
』
で
一
つ
星
に
格
付

け
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ

て
か
、
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
は
外

国
人
観
光
客
の
姿
も
多
く
見
ら

れ
た
。

　

那
谷
寺
の
境
内
に
は
多
く
の

洞
窟
が
あ
る
。
木
崎
馨け
い
せ
ん山

住
職

に
よ
る
と
、
古
代
の
日
本
人
は

そ
の
洞
窟
は
母
の
胎
内
の
象
徴

と
考
え
、
生
ま
れ
る
間
に
魂
が

清
め
ら
れ
る
、
魂
の
ゆ
り
か
ご

の
場
所
だ
と
考
え
て
祈
り
の
場

と
し
て
い
た
。
ま
た
那
谷
寺
が

あ
る
那
谷
町
と
、
周
辺
の
滝
ケ

原
町
や
菩
提
町
は
、
弥
生
時
代

に
日
本
海
側
の
王
た
ち
を
魅
了

し
た
緑
色
の
管
玉
の
材
料
と
な

る
碧
玉
や
水
晶
、
瑪め
の
う瑙

の
産
地

で
あ
っ
た
。
実
際
、
境
内
の
庭

園
に
は
碧
玉
や
瑪
瑙
が
含
ま
れ

た
飛
び
石
が
配
さ
れ
て
い
る
。

古
代
の
日
本
人
の
緑
の
石
へ

の
こ
だ
わ
り
は
、
日
本
の
稲
作

の
源
流
で
あ
る
長
江
文
明
が
日

本
に
伝
わ
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、

緑
へ
の
憧
れ
は
、
森
の
緑
、
植

物
の
生
命
力
に
由
来
す
る
。
古

代
人
が
信
仰
し
て
い
た
洞
窟
と
、

憧
れ
て
い
た
緑
の
碧
玉
の
二
つ

の
存
在
が
、
こ
の
地
に
那
谷
寺

が
存
在
す
る
理
由
な
の
だ
。

　

那
谷
寺
の
名
の
由
来
は
、
平

安
時
代
中
期
に
花
山
法
皇
が
当

地
に
行
幸
さ
れ
た
と
き
、
法

皇
は
「
私
が
求
め
て
い
る
観

音
霊
場
三
十
三
カ
所
は
す
べ

て
こ
の
山
に
あ
る
」
と
言
わ

れ
、
西
国
三
十
三
カ
所
の
第
一

番
・
那な
ち
さ
ん

智
山
の
「
那
」
と
、
第

ミ
シ
ュ
ラ
ン

グ

リ

ー

ン

ガ

イ

ド

ジ

ャ

ポ

ン

一

つ

星

平成 26年に国の名勝に指
定された奇岩遊仙境（き
がんゆうせんきょう）。

三
十
三
番
・
谷た
に
ぐ
み
さ
ん

汲
山
の
「
谷
」

を
と
っ
て
「
那
谷
寺
」
と
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
白
山
三
カ
寺
の
一

つ
と
し
て
繁
栄
し
た
が
、
戦
国

時
代
の
加
賀
一
向
一
揆
の
戦
乱

で
荒
廃
す
る
。
江
戸
時
代
に
な

り
、
境
内
の
荒
廃
を
嘆
い
た
加

賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
常
公
に

よ
り
、
名
工
・
山や
ま
が
み
ぜ
ん
え
も
ん

上
善
右
衛
門

ら
が
再
建
復
興
し
、
岩
窟
内
に

本
尊
十
一
面
千
手
観
音
菩
薩
を

安
置
し
た
本
殿
、
岸
壁
に
面
し

た
舞
台
造
り
の
大だ
い
ひ
か
く

悲
閣
拝
殿
、

優
美
な
三
重
塔
、
不
動
明
王
を

安
置
す
る
護
摩
堂
、
鐘
楼
や
唐

門
な
ど
を
造
ら
せ
た
。
こ
れ
ら

利
常
公
ゆ
か
り
の
建
造
物
す
べ

て
が
昭
和
十
六
年
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

海
外
も
認
め
た

非
日
常
景
観

洞
窟
、
緑
の
碧
玉
、

そ
し
て
那
谷
寺
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境内には頭を撫でると苦難が去る
（サル）、ご縁（猿）を授かると評判
の棟梁猿が隠れているので、探して
みて欲しい。

ライトアップされた秋の奇岩遊仙境。2016年の春にもライトアップが行われる。

　

山
門
を
入
る
と
す
ぐ
左
手
に

平
成
二
年
に
再
建
さ
れ
た
き
ら

び
や
か
な
金
堂
が
あ
り
、
同
じ

く
平
成
二
年
に
造
ら
れ
た
高
さ

七･

八
メ
ー
ト
ル
あ
る
大
き
な

十
一
面
千
手
観
音
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
右
手
に
進
む
と

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
書
院
が
あ
り
、
裏
手
に
は
国

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
る
庫
裡

庭
園
が
あ
る
。
こ
れ
は
茶
道

遠え
ん
し
ゅ
う
り
ゅ
う

州
流
の
祖
で
あ
る
茶
人
大

名
・
小こ
ぼ
り
え
ん
し
ゅ
う

堀
遠
州
の
指
導
を
受
け
、

造
庭
奉
行
に
造
ら
せ
た
も
の
で

あ
る
。
更
に
そ
の
奥
へ
進
む
と

琉り
ゅ
う
び
え
ん

美
園
と
い
う
庭
園
が
広
が
っ

て
い
る
。
中
央
部
に
は
池
が
あ

り
大
き
な
自
然
石
の
岩
壁
が
三

つ
に
分
か
れ
て
そ
び
え
立
っ
て

い
る
。
阿
弥
陀
三
尊
を
表
わ
す

三さ
ん
ぞ
ん
せ
き

尊
石
と
言
わ
れ
る
が
江
戸
時

代
に
は
そ
こ
か
ら
滝
が
流
れ
落

ち
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

参
道
に
戻
り
し
ば
ら
く
進
む

と
左
手
が
蓮
池
に
な
っ
て
お
り
、

対
岸
に
は
国
の
名
勝
に
指
定
さ

れ
た
奇
岩
遊
仙
境
が
見
え
て
く

る
。
中
腹
に
洞
窟
の
よ
う
な
裂

け
目
の
あ
る
奇
妙
な
形
を
し
た

岩
山
が
続
き
、
階
段
や
鳥
居
が

小
径
で
つ
な
が
っ
て
回
遊
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
勾
配

も
急
で
ち
ょ
っ
と
し
た
探
検
気

分
が
味
わ
え
る
の
も
楽
し
い
。

　

奇
岩
遊
仙
境
を
左
に
見
て
更

に
進
む
と
、
舞
台
造
り
の
本
殿

と
唐
門
が
あ
る
。
本
殿
か
ら
重

要
文
化
財
の
三
重
塔
に
続
く
道

が
あ
り
、
さ
ら
に
回
遊
路
を
行

く
と
遊
仙
境
が
正
面
に
展
望
で

き
る
鎮
守
堂
に
出
る
。
こ
こ
か

ら
眺
め
る
奇
岩
遊
仙
境
の
全
景

と
、
秋
の
紅
葉
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
織
り
成
す
景
観
は
ま
さ
に

絶
景
で
あ
る
。

　

ま
た
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九

年
）、『
奥
の
細
道
』
の
道
中
に

当
寺
を
訪
れ
た
松
尾
芭
蕉
は
「
奇

石
さ
ま
ざ
ま
に
、
古
松
植
え
な

ら
べ
て
、
萱
ぶ
き
の
小
堂
岩
の

上
に
造
り
か
け
て
、
殊
勝
の
土

地
也
。」
と
記
し
、
褒
め
た
た
え
、

「
石
山
の
石
よ
り
白
し
秋
の
風
」

と
い
う
句
を
残
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
六
年
、
奇
岩
遊
仙

境
を
含
む
那
谷
寺
境
内
が
「
お

く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地
」
と
し

て
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
。

国指定重要文化財の庫裏書院。この書院から国の名勝に指定されている庫裡庭
園を眺めることができる。この庭園は利常公ゆかりの庭で、今日残されている
唯一のものである。また庭園の飛び石には碧玉や瑪瑙が含まれていて、この地
が宝石の産地であったことがうかがえる。

琉美園の三尊石。 

松尾芭蕉の句碑 「石山の石より白し秋の風」。　

国指定重要文化財に指定されている三重塔は、
文化財の中で一番小さな三重塔と言われている。

那谷寺
MAP [ 15ページ① ]

小松市那谷町ユ 122　TEL 0761-65-2111
拝観時間／ 8：30 ～ 16：45

（12月～ 2月は 8：45 ～ 16：30）
拝観料／大人 600円、小学生 300円、幼児無料

定休日／無休
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粟
津
温
泉
で

コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
も

癒
さ
れ
る
。

国道８号線の粟津イン
ターを下りると、白山を
背に立つ泰澄大師像が
人々を迎えてくれる。大王寺 第三十一世住職の北原華蓮さん。

温泉街から大王寺へ
と続く石段。境内に
は巨木が何本もそび
え立ち、凛とした空
気を感じる。

アーユルヴェーダサロン &ヨガ シュリ
http://sri.blog.jp

問い合わせ・予約はメールにて
ayurveda.sri.rika@gmail.com

大王寺　小松市粟津温泉ワ 87の 1　TEL:0761-65-1217　MAP [ 15ページ② ]

大王寺の秘仏。等身大の「聖観
世音菩薩」の光背中央上に一寸
八分の掛佛「薬師瑠璃光如来」
がかけられている。どちらも白
山を開山し、粟津温泉の湯を
発見された泰澄大師が残された
ものだという。秘仏の御開帳は
33年に１度。もしかしたら粟
津温泉が開湯 1300年を迎える
2018年に特別に御開帳される
かもしれない。

津
温
泉
の
歴
史
は
、
養

老
二
年
（
七
一
八
年
）、

泰た
い
ち
ょ
う澄

大
師
の
開
湯
に
さ
か
の
ぼ

る
。
泰
澄
大
師
は
文
武
天
皇
の
勅

使
と
し
て
鎮
護
国
家
の
法
師
と

な
っ
た
高
僧
で
、
霊
峰
白
山
で
修

行
を
行
っ
て
い
る
時
に
「
粟
津
な

る
村
に
霊
泉
湧
出
す
。
汝
、
こ
こ

に
ゆ
き
て
之
を
掘
り
、
末
代
衆
生

の
病
患
を
救
う
べ
し
」
と
い
う
白

山
大
権
現
の
お
告
げ
を
受
け
、
粟

津
村
の
村
人
と
力
を
合
わ
せ
て
地

面
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
お
告
げ
ど

お
り
に
温
泉
が
噴
き
出
し
た
。
そ

れ
に
感
動
し
た
村
人
の
請
い
に
応

じ
て
大
師
は
、
首
に
掛
け
て
い
た

小
さ
な
薬
師
如
来
と
、
自
ら
刻
し

た
聖
観
世
音
菩
薩
を
守
護
仏
と
し

て
残
し
、
温
泉
守
護
の
寺
を
建
て

て
「
泰た
い
お
う
じ

應
寺
」
と
名
づ
け
た
。
こ

れ
が
粟
津
温
泉
の
守
護
寺
、
大
王

寺
に
伝
わ
る
縁
起
で
あ
る
。

粟

朝
九
時
。
大
王
寺
の
本
堂

で
、
朝
の
お
参
り
と
般

若
心
経
瞑
想
法
を
行
う
の
が
、
平

成
二
十
二
年
の
四
月
か
ら
住
職
を

務
め
る
第
三
十
一
世
住
職
の
北
原

毎

開
湯
千
三
百
年

北
陸
最
古
の
温
泉

粟
津
温
泉
の
守
護
の
寺

「
大だ
い
お
う
じ

王
寺
」

華か
れ
ん蓮

さ
ん
。
笑
顔
が
と
て
も
素
敵

な
女
性
の
住
職
だ
。
朝
の
お
参
り

に
は
地
域
の
人
だ
け
で
な
く
、
時

に
観
光
客
も
訪
れ
る
。
仏
と
人
、

住
職
と
人
、
そ
こ
に
集
う
人
と
人

と
の
交
流
が
こ
の
場
所
か
ら
生
ま

れ
る
。

　
「
今
は
外
か
ら
の
情
報
が
過
多
の

時
代
。
こ
こ
の
本
尊
で
あ
る
薬
師

如
来
の
御
前
で
瞑
想
す
る
と
、
自

分
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
記
憶
す
る
正
し
い

こ
と
が
蘇
り
、
悩
み
や
混
乱
、
滞
っ

て
い
た
こ
と
が
開
け
て
く
る
。
ス

笑
顔
が
素
敵
な
住
職
が

お
寺
と
温
泉
、

町
を
元
気
に
す
る
。

ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
は
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
映
画
に
出
か
け
る
よ
う

な
感
覚
で
、
こ
の
寺
で
瞑
想
し
て

み
て
ほ
し
い
。」
と
話
す
住
職
。

　

お
寺
が
賑
わ
う
と
、
こ
の
粟
津

の
町
、
温
泉
旅
館
も
賑
わ
う
は
ず

と
、
毎
朝
の
お
参
り
と
瞑
想
の
他
、

毎
週
木
曜
日
を
「
お
寺
開
放
デ
ー
」

と
し
て
、
詠
歌
や
生
け
花
教
室
な

ど
で
住
民
と
の
交
流
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
王
寺
の
庫
裏
で
は
ヨ

ガ
や
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
サ
ロ

ン
が
開
か
れ
て
お
り
、
サ
ロ
ン
を

主
催
す
る
中
川
梨
花
さ
ん
は
、
大

王
寺
の
朝
の
お
参
り
に
通
っ
て
い

る
う
ち
に
、
こ
の
場
所
で
教
え
た

い
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感

じ
た
そ
う
。
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
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は
世
界
三
大
医
学
の
一
つ
で
、
イ

ン
ド
・
ス
リ
ラ
ン
カ
で
生
ま
れ
た

約
五
千
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
世

界
最
古
の
伝
統
医
学
の
こ
と
。
医

王
ダ
ン
ワ
ン
タ
リ
を
神
と
し
、
日

本
で
は
薬
師
如
来
と
し
て
崇
め
ら

れ
て
い
る
。
大
王
寺
の
本
尊
も
薬

師
如
来
。
信
仰
の
神
が
も
た
ら
し

た
不
思
議
な
縁
。
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ
や
ヨ
ガ
を
通
し
て
多
く
の
人
に

足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
そ
う
だ
。

　

多
く
の
人
に
開
か
れ
た
お
寺
。

き
っ
と
大
王
寺
の
存
在
が
粟
津
温

泉
を
よ
り
魅
力
的
な
存
在
に
し
て

く
れ
る
に
違
い
な
い
。
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白山神社へと続く石段の前に
佇む西国三十三箇所観世音の
第 1番如意輪観音菩薩。宝
珠と敵を打ち砕く法輪を持ち、
人々の苦しみを除き、願いを
叶える。頬にあてる手は、思
惟手（しゆいしゅ）と呼ば
れ、知恵の象徴であり如意輪
観音の特徴。もう一方の手に
は蓮の花を持っており、この
左の第二手を "蓮華手（れん
げしゅ）"という。手に持つ
"蓮華 "は、すべての非法を
浄化するという意味がある。

400年前、粟津温泉郷の宿屋に奉公し
ていたお末が、向かいの宿屋の奉公
人・竹松に惚れ、想いを募らせるあま
り、ある日の晩、その竹松の居る部屋
を目指して松の木を上っていったもの
の、足を滑らせ地面に腰を強打してし
まった。その話はあっという間に町に
広まり、竹松の耳にも届いた。感銘を
受けた竹松はお末を籠に乗せて自分の
故郷へ連れて帰り、二人はめでたく結
ばれた。「お末べぇ」が訛って「おっしょ
べ」になったと伝えられる。

粟津温泉総湯　MAP [ 15ページ③ ]
小松市粟津町イ79-1　TEL：0761-65-1120
営業時間／ 8：00～ 22：00（最終受付 21：30）
料金／大人 420円、小学生 130円、幼児 50円
定休日／毎月8・18・28日
（土・日・祝の場合は前後する）

足湯の利用時間は 6:30～ 21:50

老舗旅館「法師」の前に立つ黄門杉。那谷寺を再建
した前田利常公は、小松から那谷寺に至る御幸街道
沿いに多くの杉の木を植えた。現在、那谷寺の敷地
以外で参道杉が残っているのは、この黄門杉のみ。

▲  幸せの鐘

王
寺
の
隣
、
粟
津
温
泉
の
街

を
眺
望
す
る
小
高
い
場
所

に
鎮
座
す
る
白
山
神
社
の
横
を
通
り
、

お
っ
し
ょ
べ
公
園
ま
で
続
く
散
策
路

沿
い
に
三
十
三
体
の
苔
む
し
た
石
仏

が
佇
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
仏
は
、

西さ
ん
ご
く
さ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん
か
し
ょ
か
ん
ぜ
お
ん

国
三
十
三
箇
所
観
世
音
と
呼
ば
れ
、

石
仏
が
佇
む
こ
の
道
は
い
つ
の
頃
か

ら
か
「
祈
り
の
小
径
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
ど
れ
も
無
名
の
石
工
が
彫
っ

た
石
仏
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仏
の
慈

悲
深
い
表
情
を
た
た
え
て
い
る
。

　

西
国
三
十
三
ヶ
所
と
は
、
近
畿

二
府
四
県
と
岐
阜
県
に
点
在
す
る

三
十
三
ヶ
所
の
観
音
霊
場
の
総
称

で
、
三
十
三
と
い
う
数
字
は
観
音

菩
薩
が
衆
生
を
救
う
時
、
三
十
三

の
姿
に
変
化
す
る
こ
と
に
由
来

し
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
の
観
音
菩

薩
を
巡
礼
参
拝
す
る
と
、
現
世
で

犯
し
た
あ
ら
ゆ
る
罪
業
が
消
滅

し
、
極
楽
往
生
で
き
る
と
さ
れ

る
。
そ
の
始
ま
り
は
粟
津
温
泉
や

大
王
寺
の
開
創
と
同
じ
養
老
二

年
（
七
一
八
年
）
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
、
そ
の
後
二
七
〇
年
余
り
廃
れ

て
い
た
が
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
花

山
法
皇
が
再
興
し
、
以
来
人
々
に

広
ま
っ
て
い
っ
た
。
江
戸
時
代
以

降
、
全
国
各
地
に
巡
礼
の
組
織

が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
ミ
ニ
チ
ュ

ア
化
し
て
一
つ
の
寺
院
や
山
に

津
温
泉
を
開
い
た
泰
澄
大

師
は
、
そ
の
温
泉
を
湯
治

に
訪
れ
た
村
人
に
役
立
て
る
よ
う

に
と
弟
子
の
雅が
り
ょ
う亮
法
師
に
温
泉
を

掘
ら
せ
、
管
理
を
任
せ
た
。
こ
れ

が
世
界
で
も
屈
指
の
歴
史
を
誇
る

老
舗
旅
館
「
法
師
」
の
始
ま
り
。
な

ん
と
養
老
二
年
（
七
一
八
年
）
か

ら
続
く
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

　

そ
の
法
師
の
前
の
車
道
の
中
央

に
立
っ
て
い
る
の
が
黄
門
杉
。
黄

門
と
言
っ
て
も
あ
の
水
戸
光
圀
公

大

粟 開
湯
千
三
百
年
を
迎
え
る

北
陸
最
古
の
温
泉
を

「
味
わ
う
」

西
国
三
十
三
カ
所

観
世
音
巡
拝
道

「
祈
り
の
小こ
み

ち径
」と

「
幸
せ
の
鐘
」

と
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
常
公
が

那
谷
寺
を
訪
れ
た
際
に
、
粟
津
に

立
ち
寄
っ
て
お
手
植
え
さ
れ
た
も

の
で
、
利
常
公
は
当
時
中
納
言

で
、江
戸
上
屋
敷
の
門
が
黄
色
だ
っ

た
た
め
黄
門
様
と
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
が
由
来
で
あ
る
。
樹
齢
約

四
〇
〇
年
。
次
第
に
傾
い
て
き
て

お
り
、
鉄
骨
の
支
柱
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
町
を
見
守
る
よ
う
に
立
っ

て
い
る
。

　

粟
津
温
泉
に
は
い
く
つ
も
の
個

性
的
な
旅
館
が
あ
っ
て
、
各
旅
館

が
自
家
掘
り
の
源
泉
を
持
つ
。
そ

の
湯
は
霊
峰
白
山
の
恵
み
だ
。
泉

質
は
、
純
度
一
〇
〇
％
の
芒ぼ
う
し
ょ
う
せ
ん

硝
泉
。

芒
硝
泉
は
温
泉
の
中
で
も
血
管
拡

張
作
用
に
優
れ
、
穏
や
か
に
血
行

を
促
す
た
め
、
血
液
循
環
が
原
因

の
慢
性
病
で
あ
る
神
経
痛
や
高
血

圧
症
、
動
脈
硬
化
症
、
筋
肉
痛
、

痔
疾
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
言
う
。

さ
ら
に
新
陳
代
謝
を
促
し
、
全
身

の
細
胞
を
活
性
化
し
て
く
れ
る
の

で
、
肌
を
若
返
ら
せ
、
高
い
美
容

効
果
が
期
待
で
き
る
。
他
所
の
芒

硝
泉
と
比
べ
て
粟
津
の
お
湯
は
特

に
泉
質
が
濃
く
、
古
来
、
き
り
傷

や
や
け
ど
、
解
毒
作
用
に
働
く
名

湯
と
し
て
有
名
だ
。

　

そ
の
粟
津
温
泉
の
湯
を
、
誰
で

も
気
軽
に
味
わ
え
る
の
が
、
粟
津

温
泉
の
総
湯
。
二
〇
〇
八
年
に
新

築
・
移
転
し
た
も
の
で
平
屋
建
て

の
和
風
造
り
。
湯
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
特
製
の
温
泉
卵
も
人
気
。

　

そ
し
て
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
欲
し
い

の
が
、
総
湯
近
く
に
あ
る
足
湯
。

そ
れ
も
絶
対
に
日
が
暮
れ
て
か
ら

が
オ
ス
ス
メ
。
湯
船
の
周
り
の
床

面
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
天
の
川
と

流
れ
星
が
煌
め
く
よ
う
に
演
出
さ

れ
て
い
た
り
、
湯
船
の
中
に
も
照

明
が
入
っ
て
い
て
、
天
井
や
周
囲

の
ガ
ラ
ス
の
壁
面
に
水
の
揺
ら
ぎ

が
映
し
出
さ
れ
て
、
と
て
も
幻
想

的
で
あ
る
。
湯
で
温
ま
り
な
が
ら
、

煌
め
く
光
に
も
癒
さ
れ
る
。
屋
根

が
あ
る
の
で
、
雨
や
雪
の
日
で
も

利
用
可
能
な
の
が
う
れ
し
い
。

三
十
三
観
音
石
仏
が
作
ら
れ
て

い
っ
た
。
そ
の
石
仏
を
一
番
か

ら
順
に
三
十
三
番
ま
で
参
拝
す

れ
ば
、
実
際
に
西
国
三
十
三
ヶ

所
を
巡
礼
し
た
こ
と
と
同
じ
功

徳
を
得
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

白
山
神
社
へ
と
続
く
石
段
の
前
、

第
一
番
如に
ょ
い
り
ん
か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ

意
輪
観
音
菩
薩
か
ら
最

後
の
第
三
十
三
番
十
一
面
観
世
音

菩
薩
ま
で
お
参
り
す
る
と
「
幸
せ

の
鐘
」
が
見
え
て
く
る
。
粟
津
温

泉
に
伝
わ
る
「
お
っ
し
ょ
べ
物
語
」

と
い
う
恋
物
語
に
ち
な
み
、
粟
津

温
泉
は
石
川
県
で
初
め
て
「
恋
人

の
聖
地
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
作
ら
れ
た

鐘
は
、
一
回
鳴
ら
す
と
「
恋
が
見

つ
か
る
」、
三
回
鳴
ら
す
と
「
愛
が

深
ま
る
」、
五
回
鳴
ら
す
と
「
あ

の
頃
の
想
い
が
蘇
る
」
の
だ
そ
う
。

さ
て
、
あ
な
た
な
ら
何
回
鳴
ら
す
？
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十
一
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の

両
日
、
世
界
最
大
規
模
の
お
米
の
コ

ン
ク
ー
ル
「
第
十
七
回 

米
・
食
味

分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
」

が
、
こ
ま
つ
芸
術
劇
場
う
ら
ら
に
て

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
が
平
成

十
二
年
か
ら
行
っ
て
い
る
米
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
そ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ

た
「
等
級
検
査
」
の
み
の
審
査
で
は

な
く
、
米
本
来
の
食
味
に
こ
だ
わ
り
、

衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
稲
作
農
業
の
復

興
を
後
押
し
す
べ
く
始
め
ら
れ
た
。

　

石
川
県
で
の
開
催
は
今
回
が
初
め

て
で
、
国
内
外
か
ら
過
去
最
多
と
な

る
五
千
百
十
九
検
体
が
出
品
さ
れ
た

こ
と
か
ら
も
、
米
へ
の
関
心
の
高
さ

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
科
学
的
な
根
拠

に
基
づ
く
食
味
値
を
審
査
基
準
と
し

て
設
定
し
、
米
の
『
お
い
し
さ
』
を

数
値
化
。「
ア
ミ
ロ
ー
ス
」「
タ
ン
パ

ク
質
」「
水
分
」「
脂
肪
酸
」
を
食
味

計
で
計
測
し
、
評
価
基
準
の
ひ
と
つ

と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
基
準
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、『
消
費
者
に
と
っ
て
も
お
い
し

い
米
』
が
数
値
と
し
て
認
識
さ
れ
る

世
界
最
大
規
模
の

お
米
の
コ
ン
ク
ー
ル
を

小
松
市
で
開
催

よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
次
審
査
で
は
こ
の
食
味
値
の

ほ
か
整
粒
度
合
を
計
測
し
、
こ
れ
ら

の
審
査
を
通
過
し
た
米
は
、
二
次
審

査
で
味
度
値
と
呼
ば
れ
る
も
う
ひ

と
つ
の
数
値
を
計
る
。
こ
れ
は
、
米

の
艶
の
も
と
に
な
る
保
水
膜
の
量

や
質
を
指
す
も
の
で
、
こ
の
量
が
多

い
ほ
ど
つ
や
と
粘
り
の
あ
る
お
い

し
い
お
米
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　

最
終
審
査
で
は
一
次
審
査
、
二
次

審
査
を
通
過
し
た
国
際
総
合
部
門

の
四
十
一
点
、
都
道
府
県
代
表
お
米

選
手
権
の
四
十
三
点
、
栽
培
別
部
門

の
二
十
八
点
の
最
終
審
査
が
行
わ

れ
た
。

　

最
上
位
の
国
際
総
合
部
門
で
は
、

小
松
市
の
辻
千
奈
美
さ
ん
が
最
高

賞
の
金
賞
に
、
栽
培
別
部
門
で
は
、

環
境
王
国
部
門
で
Ｊ
Ａ
小
松
市
え

ち
ゃ
け
な
会
の
川
岸
次
男
さ
ん
が

金
賞
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
小
学
校

部
門
で
小
松
市
立
波
佐
谷
小
学
校

五
年
生
が
金
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
名
稲
会
に
よ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に
打
ち
勝
つ
米

づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
、

小
松
市
産
の
大
麦
ピ
ュ
ー
レ
を
用

米・食味鑑定士などから選ばれる 30名
の審査員が、「色・つや」「香り」「粘り」
「食感」「食味」の 5項目により審査。

▲

▲

　

栽
培
別
部
門
の
環
境
王
国
部
門
で

金
賞
を
受
賞
し
た
、
Ｊ
Ａ
小
松
市
え

ち
ゃ
け
な
会
の
川
岸
次
男
さ
ん
。
今

秋
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
J
A
小

松
市
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
え
ち
ゃ
け

な
」
は
、
美
味
し
さ
、
粒
の
美
し
さ
、

品
質
を
追
求
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
米

で
、
開
発
の
き
っ
か
け
は
地
元
で
開

催
さ
れ
る
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
：
国
際
大
会
に
合
わ
せ
て
金

賞
を
目
指
そ
う
と
農
家
・
J
A・
市

が
一
体
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
「
金

賞
受
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
発
足
に

あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
名
の
「
え
ち
ゃ
け

な
」
と
は
石
川
県
の
方
言
で
「
か
わ

い
ら
し
い
、
愛
ら
し
い
」
と
い
う
意

味
で
、
ま
る
で
我
が
子
を
愛
で
る
よ

う
に
大
切
に
育
て
た
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
。
市
内
三
十
三
の
農
家

が
、
こ
の
大
会
で
四
年
連
続
金
賞
を

受
賞
し
、
名
稲
会
会
員
で
あ
る
農
家

の
遠え
ん
ど
う
ご
い
ち

藤
五
一
氏
の
指
導
を
仰
ぎ
、
栽

培
を
始
め
た
。
化
学
肥
料
を
一
切
使

わ
ず
、
有
機
肥
料
を
五
種
類
以
上
使

い
、
追
肥
や
乾
燥
は
す
べ
て
別
工
程

を
施
す
な
ど
、
手
間
暇
を
惜
し
ま
ず

栽
培
し
て
き
た
。
米
づ
く
り
に
約

二
十
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
三
年

前
に
農
業
を
再
開
し
た
川
岸
さ
ん
は
、

（1 パティシエの辻口博啓さん、フードジャーナリストの里井
真由美さん、和田愼司小松市長によるパネルディスカッション。
（2 試食審査用の米の炊飯には JA女性部や学生ボランティア
など総勢 50名が参加した。（3地元農家の指導により行なわ
れた小松市立波佐谷小学校 5年生の稲刈りの様子。

（1

（3

（2

栽培別部門の環境王国部門で金賞を受
賞した、JA小松市えちゃけな会の川岸
次男さん。

子供歌舞伎が盛んで、勧進帳の
ふるさととしても知られる小松
市。「えちゃけな」のパッケージ
は、歌舞伎の演目「勧進帳」から
弁慶をモチーフに作られている。

2015 秋・冬 vol.8

い
て
開
発
さ
れ
た
「
大
麦
バ
ウ
ム
」

の
監
修
に
も
携
わ
り
、
世
界
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
パ
テ
ィ
シ
エ
の
辻

口
博ひ
ろ
の
ぶ啓

さ
ん
、
フ
ー
ド
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
米
・
食
味
鑑
定
士
の
里

井
真
由
美
さ
ん
、
和
田
愼
司
小
松

市
長
の
三
人
に
よ
る
「
安
全
・
安

心
・
お
い
し
い
食
ブ
ラ
ン
ド
と
地

域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ

「
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
変

わ
っ
た
こ
と
や
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

で
き
た
。
今
回
の
大
会
ま
で
期
間
が

短
か
っ
た
の
で
必
ず
し
も
満
足
で
き

る
出
来
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
来

年
は
苗
作
り
と
雑
草
管
理
を
し
っ
か

り
と
行
え
ば
、
も
っ
と
美
味
し
い
お

米
に
で
き
る
は
ず
」
と
、
米
作
り
へ

の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も

行
わ
れ
、
小
松
市
の
六
次
産
業
化

の
取
り
組
み
や
商
品
開
発
に
つ
い

て
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

市
で
は
次
年
度
以
降
も
独
自
の
「
環

境
王
国
こ
ま
つ
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
今
大
会
を

契
機
に
小
松
市
産
米
の
品
質
向
上
と
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
く
。

J
A
小
松
市
の 

プ
レ
ミ
ア
ム
米 

「
え
ち
ゃ
け
な
」

誕
生
。
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手
塚
酒
造
場
は
お
よ
そ
百
年

の
歴
史
を
持
つ
酒
蔵
。
三
十
年

ほ
ど
前
か
ら
酒
販
業
も
始
め
、

全
国
各
地
の
酒
を
取
り
扱
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
人
の

嗜
好
の
変
化
や
、
小
売
店
、
飲

食
店
の
需
要
の
変
動
も
い
ち
早

く
見
え
て
く
る
と
三
代
目
の
手

塚
社
長
は
語
る
。

　

そ
れ
で
も
「
自
分
の
造
り
た

い
酒
を
造
る
」
と
自
身
が
企
画

合資会社 手塚酒造場

株式会社加 越

東 酒 造 株式会社

裕恒さんが今年 19 年振り
に復活させた伝統の銘柄
「春心」。透明感のある甘さ、
味わいが特徴だ。

能登杜氏の吉田正さん。長年の勘
で、その時の気候・状況に合わせ
手をかける。

今一押しの
「純米吟醸 旨口」。

種切りと呼ばれる麹造りの
作業を行う、西出裕恒さん。

第六代当主 東祐輔社長（右）と
杜氏の吉田正さん（左）。

酒
しゅぼ

母の攪拌。酵母を培養して大量に増殖さ
せたものが酒母。酒母は「もと」ともいわれ、
文字通り「酒のもと」をつくる大切な工程。

▲

▲

▲

▲

▲

小松市串町庚 7　TEL.0761-44-1200
MAP [ 15ページ④ ]

　

万
延
元
年
の
一
八
六
〇
年
創

業
の
老
舗
、
東
酒
造
。
言
わ
ず

と
知
れ
た
「
神
泉
」
の
蔵
元

だ
。「
今
で
は
ど
こ
に
い
て
も

日
本
中
の
地
酒
が
飲
め
る
け
れ

ど
、
本
来
地
酒
は
そ
の
土
地
で

味
わ
う
も
の
。
う
ち
の
酒
を
飲

み
た
い
な
ら
小
松
に
来
て
欲
し

い
」
と
語
る
東
社
長
。

　

近
年
の
日
本
酒
ブ
ー
ム
、
女

性
フ
ァ
ン
の
増
加
、
海
外
で
和

食
文
化
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
十
二
月
を
待
た

ず
に
全
商
品
ほ
ぼ
完
売
状
態
だ

と
い
う
。

　

東
酒
造
で
は
十
年
ほ
ど
前
か

ら
地
元
の
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た

酒
造
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

Ｊ
Ａ
小
松
市
の
特
別
栽
培
米

「
蛍
米
」や
酒
米
の「
五
百
万
石
」

を
使
用
。
現
在
の
一
押
し
は
甘

口
の
新
商
品
「
純
米
吟
醸　

旨

口
」
だ
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ

る
甘
口
だ
が
、
後
味
は
す
っ
き

り
、
魚
料
理
に
も
よ
く
合
う
。

若
い
女
性
に
も
人
気
の
酒
だ
。

  

大
正
二
年
創
業
の
西
出
酒
造
。

現
在
、
社
長
兼
杜
氏
を
務
め
る

の
が
西
出
裕ひ
ろ
ひ
さ恒

さ
ん
。
大
学
で

は
物
理
を
専
攻
し
た
が
、
酒
造

り
へ
の
思
い
が
募
り
、
大
学
を

辞
め
て
能
登
杜
氏
の
名
工
の
元

で
酒
造
り
を
学
ん
だ
。「
酒
造

り
は
現
代
ア
ー
ト
に
似
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
全
国

の
お
米
が
手
軽
に
手
に
入
る
し
、

酵
母
の
種
類
や
作
り
方
も
様
々
。

味
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
幾
通

り
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で

何
を
選
び
、
何
を
作
る
か
。
蔵

の
個
性
と
は
何
か
。
常
に
そ
の

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
裕

恒
さ
ん
。
今
年
は
古
い
木
の
蔵

に
住
み
着
い
て
い
た
酵
母
で

酒
造
り
を
行
う
そ
う
で
、「
で

き
れ
ば
無
理
な
温
度
調
整
は

せ
ず
、
蔵
の
温
度
管
理
を
自
然

に
任
せ
る
こ
と
で
、
北
陸
、
小

松
の
地
で
し
か
作
れ
な
い
酒

を
作
り
た
い
」
と
語
る
。
若
き

杜
氏
が
生
み
出
す
新
し
い
酒

に
注
目
し
た
い
。

小松市今江町 9丁目 605番地　TEL.0761-22-5321
MAP [ 15ページ⑤ ]

小松市下粟津町ろ 24　TEL.0761-44-8188
MAP [ 15ページ⑦ ]

合同会社西出酒造

山田英貴社長（左）と杜氏の杉本淳一さん（右）。
▲

▲

白 山 の 伏流水、小松の米、小松の熱い蔵人が生み出す旨し酒。
小松の四つの蔵元が生み出す日本酒は、まさに「 こ ま つ も ん 」。

▲ まるでワインのような佇まいの
E-SPACE。Enjoy-Spaceと 
Earth-Spaceを意味し、「Keep 
the earth beautifull」という
気持ちも込められているそう。

小松市野田町丁 35　TEL.0761-22-2301
　MAP [ 15ページ⑥ ]

　

江
戸
末
期
に
創
業
し
、
製
造

量
は
四
千
石
（
一
石
は
一
八
〇

リ
ッ
ト
ル
）
と
県
内
で
も
規
模

の
大
き
い
酒
蔵
。
山
田
社
長
に

よ
る
と
、
現
在
は
国
内
だ
け
で

な
く
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香

港
な
ど
九
カ
国
へ
輸
出
し
て

お
り
、
海
外
需
要
は
ず
っ
と
右

肩
上
が
り
だ
そ
う
。

　

酒
米
は
地
元
の
五
百
万
石

に
こ
だ
わ
り
、
地
下
四
十
メ
ー

ト
ル
か
ら
汲
み
上
げ
る
白
山

の
伏
流
水
で
仕
込
む
。
加
越
の

酒
造
り
は
越
後
杜
氏
の
流
れ

を
組
む
淡
麗
な
味
が
特
徴
だ
。

全
国
新
酒
鑑
評
会
で
は
数
多

く
金
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
看

板
商
品
「
加
賀
ノ
月
」
シ
リ
ー

ズ
の
『
満
月
』
は
、過
去
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
公
式
晩
餐
会
の
ア
フ

タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も
使
用

さ
れ
て
い
る
。

▲ 三代目の手塚清明社長。観
か な が そ

音下石（日華石）が使われた歴史ある蔵の前で。

し
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
決
め
た
の

が
Ｅ　

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
高

酸
味
・
低
ア
ル
コ
ー
ル
の
純
米

酒
だ
。
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
の
よ
う

な
甘
い
口
当
た
り
と
、
酸
味
の

き
い
た
爽
や
か
な
後
味
が
料
理

を
お
い
し
く
引
き
立
て
る
。

　

日
本
酒
は
苦
手
と
い
う
女
性

で
も
、
食
事
に
合
わ
せ
て
気
軽

に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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二
十
歳
か
ら
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
て
今
年
で

十
五
年
に
な
る
神
田
さ
ん
。
父
親
が
ト
マ
ト
農
家

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
業
を
手
伝
う
形
で
自
然

に
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
た
。

　

最
初
の
五
、六
年
は
父
親
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に

仕
事
を
す
る
の
み
だ
っ
た
が
、
地
元
の
若
手
農
家

で
作
る
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
感
じ
、
進
ん
で
勉
強
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
同
時
に
ト
マ
ト
栽
培
が
楽
し
く
な
っ
て

き
た
そ
う
だ
。

　

小
松
市
で
は
現
在
約
六
十
戸
の
農
家
が
十
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
年
間
千
四
百
ト
ン
の
ト
マ
ト
を
生

フルーツトマトの酸味と濃厚なチーズが絶妙に
マッチ。「小松紅

あか

のチーズタルト」。

産
し
、
北
陸
三
県
で
最
大
の
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

神
田
さ
ん
の
農
園
で
は
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
年
間

約
九
十
ト
ン
を
生
産
す
る
。

　

今
年
、
小
松
市
で
ト
マ
ト
栽
培
が
始
ま
っ
て

五
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
露

地
栽
培
や
ト
ン
ネ
ル
早
熟
栽
培
か
ら
始
ま
り
、
現

在
で
は
す
べ
て
ハ
ウ
ス
栽
培
に
て
生
産
さ
れ
て
い

る
。
も
み
が
ら
養
液
の
活
用
や
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
を

使
っ
た
受
粉
な
ど
、
減
農
薬
で
生
産
す
る
た
め
の

工
夫
や
努
力
が
産
地
を
こ
こ
ま
で
盛
り
上
げ
て
き

た
。

　

平
成
二
十
七
年
八
月
に
は
神
田
さ
ん
が
部
長
を

務
め
る
Ｊ
Ａ
小
松
市
施
設
園
芸
部
会
青
年
部
が
中

心
と
な
っ
て
、「
小
松
と
ま
と
五
十
周
年
記
念
感

謝
祭
」
を
開
催
。
三
十
品
種
二
千
本
の
苗
を
植
え

た
農
園
で
の
収
穫
体
験
は
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
っ
た
。

　

青
年
部
の
新
た
な
取
り
組
み
は
こ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
こ
ま
つ
・
ア
グ
リ
ウ
エ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
温
湿
度
や
二
酸
化
炭
素
濃
度
な
ど
の
デ
ー

タ
集
積
を
行
い
、
栽
培
技
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を

図
る
こ
と
で
、
生
産
の
効
率
化
と
次
世
代
農
業
者

の
育
成
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
他
の
大
き
な
産
地
が
規
模
を
拡
大
し
て
い
る

中
で
、
小
松
の
ト
マ
ト
農
家
は
何
を
目
指
し
て
い

く
の
か
模
索
中
で
す
」
と
話
す
神
田
さ
ん
は
首
都

圏
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
視
察
、
バ
イ
ヤ
ー
と
の
意
見
交

換
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
情
報
収
集
を
続
け
て

い
る
。

　

北
陸
の
気
候
は
、
ト
マ
ト
栽
培
に
関
し
て
必
ず

し
も
適
し
て
い
る
と
言
え
な
い
が
、
白
山
が
も
た

ら
す
豊
富
な
地
下
水
や
、
先
人
た
ち
が
積
み
上
げ

て
き
た
経
験
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
な

が
ら
、
ト
マ
ト
産
地
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

クリエイティブディレクター / よねだみむね　チーフエディター / 高柳豊　アートディレクター / 横山真紀　デザイナー / 長根尾勇太　スペシャルサンクス / 番作真奈美

　
果
物
店
の
た
ち
ば
な
が
経
営
す
る
J
R
小
松
駅
構
内
の

ジ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド
「
T
A
C
H
I
B
A
N
A
」。
旬
の
フ

ル
ー
ツ
や
新
鮮
な
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
、

ス
ム
ー
ジ
ー
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
が
人
気
。
朝
は
出
勤
前

の
O
L
が
朝
食
代
わ
り
に
、
夕
方
は
学
校
帰
り
の
学
生
、

土
日
は
家
族
連
れ
や
観
光
客
で
賑
わ
う
。
小
松
市
産
の
ト

マ
ト
を
使
っ
た
「
赤
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
」
や
「
小
松
紅あ
か
の

チ
ー
ズ
タ
ル
ト
」
は
、
こ
ま
つ
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
に
も
認
定

さ
れ
て
い
る
。
疲
れ
た
と
き
に
立
ち
寄
っ
て
グ
イ
ッ
と
飲

み
干
せ
ば
元
気
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
だ
。

ジュース＆ジェラート

T
タ チ バ ナ
ACHIBANA

地元の野菜と果物のしぼりたて
生ジュースで元気をチャージ。

MAP [ 15ページ⑨ ]
小松市土居原町466-2　JR 小松駅構内

TEL.0761-21-8866
営業時間　9：00～ 19：00
土日祝　9：00～ 18：00

東
京

大
阪

名
古
屋

アクセス
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こまつもんは、空の駅こまつ / ぶっさんや / 道の駅こまつ木場潟 / 小松市役所 / などで無料配布しています。HP でバックナンバーも含め公開中。http://www.city.komatsu.lg.jp/6785.htm

MAP [ 15ページ⑧ ]

飛行機（羽田発） …………  1時間05分
新幹線（北陸新幹線利用） …  3時間
新幹線（米原経由） ………４時間
高速バス（八王子行き） ……８時間50分

特急電車…………………２時間10分
高速バス………………… ４時間10分
車………………………… 3時間30分

特急電車………………… ２時間10分
高速バス…………………3時間10分
車…………………………2時間30分

※ JRの時間は最速列車の場合です。

小学生を対象に小松とまとの歴史や栽培方
法を教える出張授業も行う。

トマト部会青年部のみなさん。左から 3 人
目が神田さん。

▲

▲


